
2014年9月17日付け沖縄タイムスの記事
『沖縄の人々、

ルーツは「日本由来」南方系説を否定』
この記事の、間違いを指摘する

この記事をネット上で見つけた複数の方から、連絡を頂いた。 多くの人の興味を引くもの
と見受け、影響の高い記事と考える。

この記事に、不審な点があり、調べた処、

1）

誤った情報が広がらないことを、念じて、記し、話します。

２０１６年１０月17日 （2021/7/31追記）

丸地三郎
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沖縄タイムス・沖縄の人々、ルーツは「日本由来」南方系説を否定

• 2014年9月17日 16:00 科学歴史人気記事 琉球大学

• 琉球大学大学院医学研究科の佐藤丈寛博士研究員と木村亮介准
教授らを中心とする共同研究グループは、琉球列島の人々の遺伝情
報を広範に分析した結果、台湾や大陸の集団とは直接の遺伝的つな
がりはなく、日本本土に由来すると発表した。

• これまでも沖縄本島地方についての研究データはあったが、八
重山・宮古地方も含め、大規模に精査した点が特徴。英国に拠
点がある分子進化学の国際専門雑誌「モレキュラーバイオロ
ジーアンドエボリューション」の電子版（１日付）に掲載された。

• 琉球列島の人々の成り立ち

• 木村准教授は「沖縄の人々については、東南アジアや台湾な
どに由来するといういわゆる『南方系』との説もあったが、今回
の研究はこれを否定している。沖縄の人々の成り立ちを明らか
にする上で貴重なデータになる」と話している。

• 研究では、沖縄本島、八重山、宮古の各地方から計約３５０人のＤＮＡ
を採取。１人当たり５０万カ所以上の塩基配列の違いを分析した。

• また、宮古・八重山諸島の人々の祖先がいつごろ沖縄諸島から移住し
たのか検証したところ、数百年から数千年と推定され、最大でも１万年以
上さかのぼることはないとの結果が出た。宮古・八重山ではピンザアブ洞
穴人（２万６千年前）や白保竿根田原（しらほさおねたばる）洞穴人（２万年
前）の人骨が発見されており、現在の人々の祖先なのか関心を呼んできた
が、主要な祖先ではないことを示している。

• 一方、港川人（１万８千年前）については、沖縄本島地方の人々の主要な
祖先ではない可能性が高いとみられるものの、さらなる精査が必要という。
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共同研究に携わったのは そのほ
か、北里大学医学部や統計数理研
究所など。

琉球列島内で見ると、沖縄諸島と
宮古諸島の集団は遺伝的な距離が
比較的離れており、八重山諸島の集
団が中間に位置していることも判明し
た。



沖縄タイムスの記事について

• 見出しは、「沖縄の人々、ルーツは「日本由来」 南方系説を否定」と有りま
す。

• そのニュース・ソースは、琉球大学の研究発表とのこと。

• では実際の琉球大学の発表資料で確認し、その論旨が適格か、検討してみ
ます。

• 従来、ミトコンドリア（ｍｔ）ＤＮＡの研究結果や、Ｇｍ遺伝子の研究結果の発
表時に、そのデータに基づく、日本人のルートの説も発表されていますが、
再考を要するものでした。

• 今回発表の「日本人由来」と「南方系説を否定」について、論理的整合性
が有るか？ 又、その外のＤＮＡ遺伝子の研究成果と齟齬は無いのか？
検討してみます。

• 又、発表内容と記事の間に齟齬がないかも検討します。
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その前に、位置関係を確認

• 沖縄の人々にとっては、宮古島や八重山群島の位置や大きさの説明は不要ですが

• 沖縄の地理に不案内な、人々（私を含めて）には、地図が必要。

• 位置関係は、九州の方から見ると、順番に

• 沖縄 ・ 宮古島 ・ 八重山 の順です。

• 宮古島と沖縄の間は、やや離れています。
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ヒトのDNAで、起源を調べるために有効な方法は一種類ではない。

• ヒトの起源の調査に有効なDNAには、次の3種類ある。

• 3種類のDNAとは：
• 核 DNA （ゲノムと呼ばれる） ：「父と母（男と女）のDNA」 （遺伝子情報の大多数はこのDNA）

• 人と民族の形質に最も影響の大きい。 Gm遺伝子はこの一部。

• Ｙ染色体も含まれる

• Y染色体のDNA ：「父方のものだけが伝わる特殊なDNA」

• ミトコンドリアDNA（ｍｔDNA） :「母親のものだけが伝わる特殊なDNA」
（ミトコンドリアは、細胞内で共生している別組織）

• 1種類のDNAだけを捉えて、ヒトの起源を論じても片手落ちで、3種類のDNAから示される全ての事
実を整合したものが真実の姿となる。

• 今回の発表は、核ゲノムだけの解析に基づくもので、Ｙ-ＤＮＡ、ｍｔ-ＤＮＡを含まない。

5

ヒトの細胞

ミトコンドリアDNA

Y染色体のDNA

22対の遺伝子 X Y

核

mt

母親のものだけが伝わるＤＮＡ

男だけに伝わるＤＮＡ

男

女XX



プレス発表資料 平成２６年９月１６日 琉 球 大 学

「ゲノム多様性データから明らかになった先史琉球列島人の移動」

• 要旨

• 琉球大学大学院医学研究科と北里大学医学部・統計数理研究所の共同研究

• 沖縄諸島出身者、宮古諸島出身者、八重山諸島出身者からDNA を採取し、ヒトゲ
ノム全域に分布する単一塩基多型（SNP）と呼ばれる変異を分析しました。

• 沖縄諸島の人々と宮古諸島の人々の間に明確な遺伝的分化が認められた。

• 沖縄、宮古、八重山のいずれも、大陸の集団、台湾の先住民と遺伝的な繋がりが
無い。

• 宮古・八重山諸島の人々は古くても1 万年前よりも後の時代に沖縄諸島から移住
したと推定されました。
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発表の内容 ①

• 沖縄、宮古島、八重山諸島の各出身者からDNA を採取し、およそ60 万個の単一
塩基多型（SNP）（注１）を解析

• 沖縄・宮古・八重山集団は互いに祖先を共有する近縁なグループであることが分
かりました（図1）。

• 図1. 琉球列島の人々と近隣集団との系
統関係。集団名の略称は以下の通り。

• 沖縄・宮古・八重山の3 集団は祖先を共有
する近縁な集団であり、

• 台湾先住民とは地理的に隣接するにも関
わらず別系統の集団であることが分かる。

• CEU:ユタ州のヨーロッパ系アメリカ人、
AM:台湾のアミ族、
AT:台湾のアタヤル族、
CHB:北京の漢族、KR:韓国人、

• MJ+JPT:本土日本人、YE:八重山諸島の
人々、MY:宮古諸島の人々、OK:沖縄諸島
の人々。
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発表の内容 ②

• 琉球列島の人々と台湾先住民は別系統の集団

• 多変量解析の結果、沖縄諸島の人々と宮古諸島の人々がそれぞれ異なる遺
伝的集団を形成し、八重山諸島の人々が両者の中間に位置するというパター
ンが観察されました（図2）。

• 地理：沖縄～宮古島～八重山 ⇔ ＤＮＡ： 沖縄～八重山～宮古島

• 図2. ゲノム多様性データを用いて主
成分分析を行った結果。

• 横軸は第1 主成分得点、縦軸に第3 主
成分得点を示す。

• 第3 主成分に沿って沖縄諸島の人々と
宮古諸島の人々が異なるグループを
形成し、両者の間に八重山諸島の
人々が位置している。

• CEU:ユタ州のヨーロッパ系アメリカ人、AM:
台湾のアミ族、AT:台湾のアタヤル族、CHB:
北京の漢族、KR:韓国人、

• MJ+JPT:本土日本人、YE:八重山諸島の
人々、MY:宮古諸島の人々、OK:沖縄諸島
の人々。
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発表の内容 ③

• さらに、宮古・八重山諸島の人々の祖先がい
つ頃沖縄諸島から移住してきたのかを複数の
モデルを立てて検証しました。

• 想定したモデルに依存して年代は変化し
たものの、古くても完新世（1 万年前以
降）に移住が起こったと推定されました。

• 宮古・八重山諸島ではピンザアブ洞穴人（2 万
6 千年前）や白保竿根田原洞穴人（2 万年前）
といった更新世人骨が発見されており、彼らが
現在の宮古・八重山諸島の人々の祖先なの
か度々議論されてきましたが、本研究の結果
は、これらの更新世人が現在の宮古・八重山
諸島の人々の主要な祖先ではないことを示し
ています（図3）。

• 一方、港川人（1 万8 千年前）と現在の琉球列
島の人々との遺伝的関係については本研究
で明確に否定することはできませんでしたが、
琉球列島の人々と漢族が分岐した年代が縄
文時代以降であると推定されたことから、港川
人もまた沖縄諸島の人々の主要な祖先ではな
い可能性が高いものと思われます。この点に
ついては、今後さらなる精査が必要となりま
す。
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図3．本研究結果と考古学的知見等をもとに推測した琉
球列島の人々の成り立ち。



琉球大学の発表内容について

• 発表されたデータ自体については、信用する。

• 図１ ： 近隣集団との系統図

• 図２ ： 多変量解析の結果

• データから解析された下記の結果も不都合な点がなく、納得。

• ３グループ（沖縄・宮古・八重山）は、距離的に近い台湾とは、別系統

• 沖縄と宮古が異なるグループ、八重山が両者の中間

• 解析された結果やそこから推論された結果には、大いに、疑問がある。

• 疑問ある結果

• 図３ ： 琉球列島の人々の成り立ち

• 沖縄・宮古・八重山集団は互いに祖先を共有する近縁なグループであることが分かり
ました（図1）。

• 何故、この図１から、祖先を共有すると言えるのか？ 図中に、根拠は無い。

• 沖縄諸島から、宮古・八重山諸島への移住時期は、1 万年前以降。と推論。

• このモデルによる推論は、上記の祖先を共有することを前提にしている。

• 祖先を共有する

• この疑問について、次頁に示す
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『祖先を共有する』 ？？？

• 「祖先を共有する」場合とは 一般的解釈では、民族・種が同一であることを意味する。

• 民族・種に関しては、

• Ｙ遺伝子では、各民族毎に、特徴的な遺伝子が見つかり、民族の規定の可能性をもつ。

• ミトコンドリアｍｔ遺伝子では、各民族共に、多様なｍｔ遺伝子を持ち、ｍｔ遺伝子をもって、民族
の規定は出来ない。

• Ｇｍ遺伝子では、各型の分散比率で、各民族が特徴づけられるが、民族の規定は出来ない。

• ゲノム＝核遺伝子では、膨大すぎる量の遺伝子を取り扱うことになり、ゲノム全体では、解明は
難しい。

• Ｙ遺伝子を見ると、日本人は、主に、Ｄ２、Ｏ２ｂ１、Ｏ３が主要なもので、Ｃ１、Ｃ３などが数％含
まれる。（Ｄ２：40％、Ｏ２ｂ１：26％、Ｏ３：16％）

• Ｄ２は、アイヌ人と沖縄人に多く見られる。 日本以外にはＤ２を持つ民族はいな
い。

• Ｏ２ｂ１は、弥生渡来人の系統と見られる。 日本以外では、東南アジアに少数。

• Ｏ３は、漢族の系統と見られる。

• 沖縄諸島のＹ遺伝子 （2014年10月Wikipedia 等より）

• 沖縄本島 ： Ｄ２：65％、Ｏ２ｂ１：14％、Ｃ１：4％、０３：17％

• O3は漢族のY遺伝子

• 南沖縄（宮古島）： Ｄ２：6％、 Ｏ２ｂ１：94％

• 宮古島出身者と沖縄本島の出身者は、Ｙ遺伝子が異なり、民族が違うことは明白。

• 祖先が明白に異なる沖縄本島と宮古島の出身者を、漢族と「祖先を共有する」としたこ
とは、明白な、基本的な、誤り。 勿論、宮古島出身者は、漢族ではない。
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Ｙ遺伝子の呼称の対応



「琉球大学の発表」と「沖縄タイムスの記事」について

• 琉球大学の今回の発表では、宮古島、八重山、沖縄の各出身者の特徴が判ったことは、成
果で有るが、

• そこから更に解析した、「沖縄から、宮古・八重山への移住の時期」のこと

• 琉球列島の人々と漢族が分岐した年代が縄文時代以降であるとの推定

• これらの内容は、基本的に間違いで、意味が無い。

• 従って、上記を根拠にした、ルートや、古い人骨遺跡との関係は、信憑性が無い。

• 沖縄タイムスの記事

• 沖縄の人々、ルーツは「日本由来」との

見出しと記事は、琉球大学の発表内容に

照らしても、そんな結論は出ない。 右図参照。

• 沖縄の出身者は、八重山・宮古島よりも

日本人（ＭＪ・ＪＰＴ）から離れている。 →

• 南方系説を否定したとする木村准教授の言葉

があったとしても、この研究成果からは、「否定」

する材料は、無い。

発表資料の信頼性の欠如から、南方系説を

「否定」の発言があったとしても、信頼できない。
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琉球新報の記事

• 琉球新報の記事は、琉球大学のリリースに沿って、「間違いも含めて」、正しく、伝えていると思
われる。沖縄タイムスの『ルーツは「日本由来」』 『南方系説を否定』との記載は無い。

• 現代沖縄人ＤＮＡの遺伝系統「日本本土に近い」 2014年9月17日 10:19

• 琉球大学大学院医学研究科の佐藤丈寛博士研究員、木村亮介准教授、北里大学、統計数理研究所
の共同研究チームが、現在の琉球列島に住む人々の核ゲノムＤＮＡを解析した結果、遺伝的に琉球列
島の人々は台湾や大陸の人々とつながりがなく、日本本土により近いという研究成果を発表した。

• 琉球大学が１６日、発表した。また、沖縄本島から宮古、八重山諸島へ人々が移住した時期をコンピュー
ターで計算した結果、古くても１万年前以降と推定。宮古のピンザアブ洞穴人（２万６千年前）や石垣の
白保竿根田原（さおねたばる）洞穴人（２万年前）は、現代の宮古、八重山の人々の主要な祖先ではない
と結論付けた。

• これまで、骨や一部ＤＮＡの分析から、琉球列島の人々は中国や台湾より日本本土の人々と近いとす
る研究成果が発表されてきたが、今回、初めて全ゲノムを網羅した解析によって同様の結果が導かれ
た。今後の琉球列島の人々の起源を探る研究の一助として注目されそうだ。

• 研究チームは、現在の沖縄、宮古、八重山諸島出身者数百人からＤＮＡを採取し、ヒトゲノム全域に分
布する６０万個の単一塩基多型（ＳＮＰ）を解析した。その結果、琉球列島の人々と台湾先住民は別系統
の集団で、地理的に近接する八重山諸島の人々も台湾先住民との間に直接の遺伝的つながりがないと
結論付けた。

• 港川人についても同チームは「琉球列島の人々と漢族が分岐した年代が縄文時代以降であると推定
されたことから、沖縄諸島の人々の主要な祖先ではない可能性が高いと思われる」と推測し、今後さらな
る精査が必要としている。

• ＜用語＞ゲノム

• 親と似た性質を子に伝える「遺伝」という仕組みの元になる情報のこと。細胞の核の中に、２本一組の
鎖状のＤＮＡという分子があり、鎖には塩基という物質が並んでいる。塩基はアデニン（Ａ）、チミン（Ｔ）、
グアニン（Ｇ）、シトシン（Ｃ）の４種類で、その並び順（配列）が遺伝情報になる。配列に従って約１０万種
類のタンパク質や酵素がつくられ、体を形作る約６０兆個の細胞の材料になったり、体の働きを制御した
りする。
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論文のモデル と 調べるべきモデル
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